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【環境経営理念】

　　青森電気工業株式会社は、美しい自然環境を次世代へ引き継ぐ為、設備工事に係る企業活動を通じて、環境活動の必要性を社員

全員が認識し、環境保全体制を構築し、その実現に努めます。

　また、時代のニーズに適応したサービスを心掛け、地域社会に貢献し、地域に根差した企業を目指しながら、成長を続けていきます。

【環境経営方針】

１．企画・設計段階において、省エネルギー、高効率化等を活用し環境に配慮した商品等の提案を積極的に行います。

２．事業活動において、環境負荷の低減と環境改善を図るために次の項目について重点的に取組みます。

　１）二酸化炭素排出の削減

　２）廃棄物の排出削減及びリサイクル向上

　３）水使用量の抑制

　４）化学物質の適正管理

　５）グリーン購入の推奨

　６）環境配慮製品の販売促進

３．環境保全に関する社会の変化、技術の変化に的確に対応し、環境経営の継続的改善を推進します。

４．環境保全に関する法規等を遵守します。

５．地域の環境保全活動に積極的に参加します。

６．社会の変化に対応した働き方を推進し、生産性の向上に努めます。

７．年配と若手とのバランスの取れた年齢層の企業を目指し、技術継承や人材育成に努め、社会貢献に寄与します。

８．全社員に環境に関する教育を行い、環境保全に関する知識の向上を図ります。

９．環境活動レポートを社内・外に公表し、社会との環境に関するコミュニケーションを図ります。

平成２１年　７月　１日　制定

平成２８年１１月　１日　改定

令和 元年１１月　１日　改定

青森電気工業株式会社
代表取締役　畑 中  健 一

環 境 経 営 方 針

z



(1) 青森電気工業 株式会社　　　代表取締役　　　　　　畑　中　　健　一

(2) : 青森県十和田市大字三本木字稲吉121－53

: 青森県上北郡六ヶ所村大字出戸字岡畑170-3

(3) 責任者　　　取締役　　畑中　直美　　　　℡　　0176-23-2546

(4) 電気工事業・土木工事業･管工事業・電気通信工事業･消防施設工事業

(5) 活動内容

(6) 令和４年度（令和４年４月から令和５年３月まで）

(7) ： 青森県知事許可(特－４)　第１０６７号

： 青森県知事許可(般－４)　第１０６７号

： 青森県知事許可(般－４)　第１０６７号

： 青森県知事許可(特－４)　第１０６７号

： 青森県知事許可(般－４)　第１０６７号

(8) 令和４年度（令和４年４月から令和５年３月まで）　・　令和 ５ 年 ６ 月 １ 日 発行

(9) 青森電気工業株式会社の全組織及び全活動

消 防 施 設 工 事 業

百万円 451

34

547.25

備考単位

人

㎡

R2.7 ～ R3.6

六ヶ所営業所

事 業 年 度

そ の 他

レポートの対象期間及び発行日

対象範囲 （認証・登録の範囲）

R1

延べ床面積

従業員

売上高

電 気 通 信 工 事 業

管 工 事 業

電 気 工 事 業

土 木 工 事 業

Ⅱ．事業活動の概要

事 業 の 規 模

環境管理の責任者氏名と連絡先

事 業 者 名 及 び 代 表 者 名

所 在 地

事 業 内 容

本  　　社
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(10)　EA21実施体制図

代表者

代表取締役

畑中 健一

•環境経営に関する統括責任 ・環境管理責任者の任命 ・取組に対する必要な設備の設置

•環境管理責任者の任命及び実施体制の構築 ・環境経営方針の策定

•経営における課題とチャンスの明確化 ・全体の評価、見直し及び指示

環境管理責任者

   取締役

  畑中 直美

•環境経営システムの構築、実施、管理 ・環境目標、環境活動計画書の作成

•代表者への報告 ・各担当の状況、把握

事務所

総務部

新屋敷 薫

•従業員に対し、必要な教育訓練を計画し実施 ・環境方針、環境目標達成の取組の推進

•環境負荷の自己チェック及び環境保全の取組計画 ・環境活動レポートの作成、公開

工事部

本 社：折舘正彦

営業所：村岡孝雄

•環境負荷の自己チェック及び環境保全の取組の実施 ・環境活動の実施及び是正、改善の実

施

•環境方針、環境目標の周知 ・環境活動の実施及び是正、改善計画

EA21

推進委員会

社員全員

•環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚、実施

•環境活動へ自主的、積極的に参加 ・活動の是正や改善を提案
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Ⅲ．環境経営目標とその実績

(1)　前年度までの排出量実績 

表１．主な環境負荷等の実績 

項　　　目 単位 平成31年度 令和2年度 令和３年度 項　　　目 単位 平成31年度 令和2年度 令和３年度 項　　　目 単位 平成31年度 令和2年度 令和３年度

二酸化炭素排出量 ㎏-CO２ 145,566 178,773 157,532 廃棄物排出量 ㎏ 2,022 2,957 2,142 水使用量 ㎥ 120 112 126

リサイクル率 ％ 99.3 93.0 93.0

項　　　目 単位 平成31年度 令和2年度 令和３年度 項　　　目 単位 平成31年度 令和2年度 令和３年度 項　　　目 単位 平成31年度 令和2年度 令和３年度

化学物質使用量 ㎏ 0 0 0 グリーン購入の推奨 品目数 83 89 139 環境配慮製品販売 件数 48 48 66
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環境配慮製品販売
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（２）環境経営目標の設定

日頃から全社で無理なく環境問題に取り組み、環境への意識改革を行い、その他の環境活動にも社員一丸となって、積極的に参加できる体制づくりを実施している。

表２．環境経営目標

項　　　目 単位 基準値 令和2年度 令和3年度 令和4年度 項　　　目 単位 基準値 令和2年度 令和3年度 令和4年度 項　　　目 単位 基準値 令和2年度 令和3年度 令和4年度

二酸化炭素排出量 ㎏-CO２ 246,752 241,872 239,226 236,579 廃棄物排出量 ㎏ 5,457 5,348 5,293 5,239 水使用量 ㎥ 187 184 181 179

電　　　　　　力 kWh 33,896 32,540 31,862 31,184 リサイクル率 ％ 77.0 79.0 80.0 81.0

事務所内燃料 L 5,811 5,703 5,645 5,587

自動車燃料 L 86,234 84,669 83,806 82,944

※ 二酸化炭素排出量（電力）の算定に使用した排出係数は、０.５２８㎏－CO２/kwhです。

項　　　目 単位 基準値 令和2年度 令和3年度 令和4年度 項　　　目 単位 基準値 令和2年度 令和3年度 令和4年度 項　　　目 単位 基準値 令和2年度 令和3年度 令和4年度

化学物質使用量 ㎏ 0 0 0 0 グリーン購入の推奨 品目数 69 83 90 97 環境配慮製品販売 件数 36 43 47 50
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基準値  平成31年度 令和2年度 令和3年度
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(3)　当該年度の環境負荷の実績と評価

日頃ら全社員が無理なく環境問題に取り組み、社員一丸となって積極的に参加できる体制づくりを実施している。

表３．当該年度の環境負荷等の実績及び環境経営目標（社内全体）

項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価 項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価 項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価

二酸化炭素排出量 ㎏-CO２ 246,752 236,579 160,063 ○ 廃棄物排出量 ㎏ 5,457 5,239 2,455 ○ 水使用量 ㎥ 187 179 105 ○

電　　　　　　力 kWh 33,896 31,184 24,000 ○ リサイクル率 ％ 77.0 81.0 99.2 ○

事務所内燃料 L 5,811 5,587 3,166 ○

自動車燃料 L 86,234 82,944 55,770 ○

※ 二酸化炭素排出量（電力）の算定に使用した排出係数は、０.５２８㎏－CO２/kwhです。

項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価 項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価 項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価

化学物質使用量 ㎏ 0 0 0 - グリーン購入の推奨 品目数 69 97 139 ○ 環境配慮製品販売 件数 36 50 66 ○
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(3)　当該年度の環境負荷の実績と評価

表３．当該年度の環境負荷等の実績及び環境経営目標（本社）

項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価 項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価 項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価

二酸化炭素排出量 ㎏-CO２ 203,523 196,745 123,341 ○ 廃棄物排出量 ㎏ 5,457 5,239 2,222 ○ 水使用量 ㎥ 151 145 103 ○

電　　　　　　力 kWh 30,145 27,733 21,338 ○ リサイクル率 ％ 77.0 81.0 97.0 ○

事務所内燃料 L 5,002 4,802 2,706 ○

自動車燃料 L 70,296 67,484 41,766 ○

※ 二酸化炭素排出量（電力）の算定に使用した排出係数は、０.５２８㎏－CO２/kwhです。

項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価 項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価 項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価

化学物質使用量 ㎏ 0 0 0 - グリーン購入の推奨 品目数 69 97 139 ○ 環境配慮製品販売 件数 36 40 66 ○
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(3)　当該年度の環境負荷の実績と評価

表３．当該年度の環境負荷等の実績及び環境経営目標（六ヶ所営業所）

項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価 項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価 項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価

二酸化炭素排出量 ㎏-CO２ 43,229 41,834 36,722 ○ 廃棄物排出量 ㎏ 0 0 0 - 水使用量 ㎥ 36 34 10 ○

電　　　　　　力 kWh 3,751 3,451 2,662 ○ リサイクル率 ％ 0.0 0.0 0.0 -

事務所内燃料 L 809 785 460 ○

自動車燃料 L 15,938 15,460 14,003 ○

※ 二酸化炭素排出量（電力）の算定に使用した排出係数は、０.５２８㎏－CO２/kwhです。

項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価 項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価 項　　　目 単位 基準値 目標 実績値 評価

化学物質使用量 ㎏ 0 0 0 - グリーン購入の推奨 品目数 0 0 0 - 環境配慮製品販売 件数 0 0 0 -
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(4)　当該年度の太陽光発電実績

環境活動の一環として、また環境配慮製品の販売促進のため、発電量をデータ化し、販売促進へ繋げるように顧客への検討資料に使用している。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

5302 野崎地区 6,945 7,046 5,320 4,111 4,510 5,045 3,893 4,037 1,885 2,612 1,495 5,521

前月比 131% 101% 76% 77% 110% 112% 77% 104% 47% 139% 57% 369%

5522 高見地区 6,336 6,428 4,894 3,975 4,539 4,966 3,806 4,172 2,077 2,841 2,323 5,649

前月比 115% 101% 76% 81% 114% 109% 77% 110% 50% 137% 82% 243%

0%

50%

100%

150%

200%

250%

300%

350%

400%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

発電量

野崎地区 高見地区 前月比 前月比

9



Ⅳ．主要な環境活動計画の内容

電力の削減 クールビズ運動

OA機器・パソコンなどで使用していない機器の電源OFF

OA機器の省電力設定

昼食時及び不使用時の消灯

業務工程の見直しによるノー残業デーの実施

事務所内燃料（灯油・ＬＰＧ）使用の削減 ウォームビズ運動

暖房の控えめ運転

自動車燃料（軽油・ガソリン）使用の削減 車輌の適正管理

アイドリングストップ

急発進・急加速･急減速・急停車の防止

早めのシフトアップ、エンジンブレーキの積極使用

エアコンを控えめにし、作業中のOFF

計画的な運行ルートで行動し、忘れ物を無くす

一般廃棄物の削減 各自ごみの分別作業を心がける

リサイクル率の向上 金属くず・電線くずの分別

廃電線有効事業活動への参加

ダンボール・古紙のリサイクル率アップ（オフィス町内会へ）

ペットボトル・瓶・缶類等の飲料容器の分別

分別回収

化学物質の適正管理 建設作業現場における化学物質の使用量を適正に管理

上水使用量削減 節水呼びかけ

雨水利用による樹木の水やり

雨水利用による構内清掃

グリーン購入の推奨 事務用品等の新規購入において、グリーン購入を検討

　　（OA用紙や封筒等は、再生パルプ配合率に留意する）

　　（文具・備品等は、エコマーク商品を購入する）

環境に配慮した製品 省エネ照明の販売

太陽光システム等の販売
環境配慮製品の販売

取り組み計画 取組内容
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Ⅳ．主要な環境活動計画の内容写真

LED灯 新型高所作業車
フォークリフト

（バッテリー車）
一般廃棄物分別化

廃棄物分別化④廃棄物分別化③廃棄物分別化②廃棄物分別化①
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Ⅳ．主要な環境活動計画の内容写真

太陽光発電

（野崎地区）

太陽光発電

（高見地区）
通報・情報連絡の確認

環境保全活動①

（水辺サポーター）

環境保全活動②

（水辺サポーター）

配電線有効事業用

電線くず

土嚢袋

資機材の確認

砕石

資機材の確認
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Ⅴ．環境活動取組結果の評価及び次年度への目標と取り組み

令和４年４月から令和５年３月まで環境活動を実施し、環境負荷量及び環境経営目標の達成状況等の評価を行った。

今年度の取り組み結果及び評価を踏まえつつ、今後の経営状況等を鑑みて、次年度へ向けての目標と取り組みについて基準年及び目標値等を見直し、下表の通りとした。

OA機器の省電力設定 クールビズ運動

不使用時の部分消灯 OA機器の電源OFF

ノー残業デーの実施 不使用時の部分消灯

ウォームビズ運動 ウォームビズ運動

暖房の控えめ運転 暖房の控えめ運転

ｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾚｰｷの使用 車輌の適正管理

エアコンの控えめ運転 アイドリングストップ

計画的な運行ルート 急発進･急加速の防止

分別作業 分別作業

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ・古紙の分別 金属・電線くずの分別

飲料容器の分別 廃電線有効事業活動

分別回収 ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ・古紙の分別

節水 節水

雨水での樹木の水やり 雨水での樹木の水やり

雨水での構内清掃 雨水での構内清掃

適正な管理 適正な管理

事務用品等の新規購入 項目は削除するが、積極的に

エコマーク商品の購入 エコマーク商品の購入を継続

省エネ照明の販売 省エネ照明の販売

太陽光ｼｽﾃﾑ等の販売 太陽光ｼｽﾃﾑ等の販売

環境配慮製品の販売 環境配慮製品の販売

※　評価　2：取り組んでいる　　1：さらに取り組みが必要　　0：取り組んでいない

電力の削減

事務所内燃料

（灯油）

使用量の削減

自動車燃料

（軽油・ガソリン）

使用量の削減

環境に配慮した製品

の販売

グリーン購入の推奨

化学物質の適正管理

節水

リサイクル率の向上

一般廃棄物の削減 目　標

55,770

5,587

187

179

69

3,166

実　績

基準年

実　績

実　績

基準年

基準年

実　績

実　績

目　標

基準年

目　標

実　績

目　標

24,000

86,234

82,944

基準年

99%

5,811基準年

実　績

目　標

㎏－CO₂

目　標

目　標

33,896

31,184

基準年 kWh

基準年

98%

実　績

㎏

㎏－CO₂

99%

5,457

㎏

2

2

2,455

77

2

95

0

基準年 43

2

2

0

0

105

基準年-㎏

0%

139

0

実　績

品目数

110%目　標 97

件数

5,239 99%

%

目　標 81

36

101%

基準年

㎥

50

66

99

99%

110%

2

2

98%

3,990 99%

目　標 88,187

kWh

㎏－CO₂

目　標 5,765 99%

㎏－CO₂

99%

目　標

2 基準年 4,030 ㎏

96 101%

確実な分別ができている。

確実な分別ができている。 %

目　標

基準年

目　標 183 99%

基準年 185 ㎥

計画 目標

基準年 89,078

部分消灯の周知徹底をする。

ノー残業デーの推進が不十分
目　標 37,011

業務量が増加に伴い、燃料の削

減が難しくなっている。社内での

計画的な業務に努めてもらいた

い。

取組内容

2

2

0%

基準年 0 品目数

目　標 0%

目　標 0

今年度取り組み 次年度への取り組み

達成状況 取組内容 結果

2

基準年 37,766

基準年 5,823

目　標 47 110%

件数

評価基準年比 基準年比

2

1

1

0

2 ウォームビズ運動の周知徹底が

されていた。

2

2

雨水での洗車、構内清掃ができ

ていた。

現在使用していないが、使用が

あった際は適正に管理する。

積極的にグリーン購入、エコマー

ク商品の購入に努めていた。

省エネ照明等環境配慮製品の

販売、施工に努めていた。

2

2

1
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Ⅵ．環境関連法規への違反、訴訟の有無

当社が法的義務を受ける廃棄物処理法など、環境関連法規について遵守状況をチェックしたところ違反はありませんでした。

また、過去３年間、関係当局からの違反等の指摘、住民等からの苦情及び訴訟等について、問題はありませんでした。

Ⅶ．代表者による全体評価と見直し結果

　世界的に新型コロナウイルスの感染者が減少し、経済活動が回復する中、原油の需要が高まっているためか、物価の高騰が

続いている。昨年度からその影響を受けており、環境負荷の軽減に取り組んではいるものの、費用は更に増加している。

社内全体で取り組みを行っているものの、燃料使用量が昨年度より増加傾向であった。これについては、遠方での施工を受

注したことによることが大きな要因である。しかしながら、業務の効率化を図ることで少しでも軽減することができると思われる

こと、今後の会社の経営にも繋がる大きな事案であることから、社内全体で再度計画的な運航ルートの見直しを検討したい。

また、現代社会に不可欠な素材であるプラスチックが、環境問題に対応していくために資源循環へ移行していくことが必要と

なり、プラスチックにかかる資源循環の促進等に関する法律が2022年4月1日に施工された。

当社としては、以前から廃棄物の排出の抑制・再資源化等を積極的に実施しているところではあるが、３R ＋ Renewableに

取り組みやすい環境を社内全体で更に整えることより、職場の中だけではなく、いち消費者としてもライフサイクル全体を通じて、

各々が積極的に取り組むことのできる支援を従業員からの意見を鑑みながら、廃棄物についても再度検討していきたい。
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